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の不安を 和らげる､ やまなしリト
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しくはP14 をご覧ください。

【巻頭】メディカル・デバイス・コリドー構想
医療機器分野への進出で県内経済を活性化
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メ

デ
ィ
カ

ル
・
デ

バ

イ

ス

ーコ

リ

ド

ー

構

想

～
医
療
機
器
分
野
へ
の
進
出
で
県
内
経
済
を
活
性
化
～

〈富士山 麓先 端 健康産 業 集積プロ ジェクト〉

フ ァ ル マ バ レ ー
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メディカル( 医 療) デ バイス(機

器) コリドー( 回廊) 構 想 は､ 医 丿

療 機 器 産業 を山 梨 から静 岡ま=･

で の一 帯に 回廊 のように集 積 ｊ

させる構 想のことです　　　　 ｊ

や
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全
国
に
誇
る
高
い
技
術
力
を
持
つ
本
県
の
機
械
電
子
産
業
に
、
今
後
成
長
が
見
込
ま

れ
る
医
療
機
器
分
野
へ
の
進
出
を
促
し
、
県
内
一
帯
に
集
積
さ
せ
る
「
メ
デ
ィ
カ
ル
ー
デ

バ
イ
ス
ーコ
リ
ド
ー
構
想
」

県
は
こ
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
製
造
業
の
高
付
加
価
値
化
を
実
現
し
、
県
内
経
済
の

活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ＪＨ

Ｕ

Ｉ

医
療
機
器
産
業
は
国
内
の
市
場
規
模
が

約
４
兆
円
と
大
き
く
、
高
齢
化
や
健
康
志

向
の
高
ま
り
な
ど
に
よ
り
今
後
も
安
定
し

た
成
長
が
期
待
で
き
ま
す
。
一
方
、
医
療

機
器
は
人
の
命
や
健
康
に
直
結
す
る
こ
と

か
ら
、
法
規
制
が
厳
し
い
上
、
高
い
製
造

技
術
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
企
業
に
と
っ

て
進
出
し
づ
ら
い
分
野
で
す
。

し
か
し
、
本
県
に
は
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト

や
半
導
体
の
製
造
を
支
え
る
精
密
加
工
・

切
削
加
工
・
研
磨
加
工
な
ど
の
高
い
技
術

力
を
持
つ
中
小
企
業
が
多
く
存
在
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
医
療
機
器
生
産
額
全
国
首
位
で
、

医
療
機
器
産
業
の
集
積
地
「
フ
ァ
ル
マ
バ

レ
ー
」
を
有
す
る
静
岡
県
に
隣
接
し
て
い

る
た
め
、
本
県
は
医
療
機
器
分
野
へ
の
進

出
に
有
利
な
地
域
と
い
え
ま
す
。

構
想
の
実
現
で

」
県
民
生
活
を
豊
か
に

そ
こ
で
県
で
は
、
県
内
企
業
が
持
つ
優

れ
た
技
術
を
活
用
し
て
、
今
後
成
長
が
期

待
さ
れ
る
医
療
機
器
分
野
へ
の
進
出
を
促

し
、
甲
府
盆
地
か
ら
静
岡
県
東
部
ま
で
を

回
廊
の
よ
う
に
つ
な
い
で
、
医
療
機
器
産

業
の
一
大
集
積
地
に
成
長
さ
せ
る
「
メ
デ
ィ

カ
ル

ー
デ
バ
イ
ス

ー
コ
リ
ド

ー
構
想
」
の

実
現
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
構
想

を
進
め
る
こ
と
で
医
療
機
器
産
業
を
県
の

主
力
産
業
に
育
て
、
県
内

経
済
を
活
性
化

し
、
雇
用
を
剔
出
、
税
収
も
増
加
さ
せ
る

な
ど
、
県
民
生
活
を
豊
か
に
し
て

い
き
ま
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メディカル･ デバイス･コリドー構想

ワ

ン

ス

ト

ッ

プ

窓

口

で

進

出

企

業

増

加

県
で
は
企
業
の
医
療
機

器
分
野
へ
の

進
出
を
促
す
た
め
「
メ
デ
ィ
カ
ル
ーデ
バ
イ
ス
ーコ
リ

ド
ー
推
進
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
相
談
や
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

」
総
合
相
談
窓
口
の
設
置

山
梨
県
は
機
械
電
子
産
業
の
層
が
厚
く
、

高
い
技
術
力
と
競
争
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
企
業
が
医
療
機
器
分
野
に
進
出

す
る
こ
と
は
、
山
梨
の
産
業
の
多
様
性

や

活
力
に
つ
な
が
り
ま
す
。

せ
ん
。
そ
こ
で
、
医
療
機
器
に
関
す
る
あ

ら
ゆ
る
相
談
を

二
几
的
に
受
け
付
け
る
「
メ

デ
ィ
カ
ル

ー
デ
バ
イ
ス

ー
コ
リ
ド
ー
推
進

セ
ン
タ
ー
」
を
や
ま
な
し
産
業
支
援
機
構

内
に
設
置
し
て

い
ま
す
。

セ
ン

タ
ー
で
は
、
医
療
機
器
分
野
に
精

通
す
る
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
と
、
豊
富
な

し
か
し
、
人
体
に
直
接
影
響
す
る
医
療
　
　
企
業
情
報
を
持
つ
や
ま
な
し
産
業
支
援
機

機
器
分
野
へ
の
進
出
は
容
易
で
は
あ
り
ま
　
　
構
の
職
員
が
、
企
業
か
ら
の
相
談
に
応
じ

- で ‘¬ ７ ’

二¥よ　　 研究開発など

マッチング相談

ｓ ｒ ・　

／　 Ｘ

し懸墜⊃
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366 ‰ご竺シ654t ‰
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4T11　 相談件数

:::::　医療機器分野　　　　　
平成30年度　　

２　　　
令和3年度

回

進出企業数　　　　61,
土 ＿＿

竺 一 ・123tt

て

い
ま
す
。

相
談
件
数
は
拡
大
傾
向
に
あ
り
、
令
和

３
年
度
は
前
年
比
１
・
８

倍
の
６
５

４

件

と
な
り
ま
し
た
。
県
内

企
業
の
意
欲
の
高

ま
り
が
う
か
が
え
ま
す
。

一
企
業

に
寄

り
添
い
支

援

医
療

機
器

を
開
発
・
製

造
す

る
に
は
、

法
規
制
の
壁
や
多
額
の
投
資
、
販
売
ま
で

数
年
を
要
す
る
こ
と
な
ど
、
企
業
は
多
く

の
リ
ス
ク
を
抱
え

る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
に
比
べ
、
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
に
部

品
や
材
料
を
製
造
し
納
品
す

る
「
部
材
供

給
」
は
進
出
の
リ
ス
ク
が
比
較
的
小
さ
く
、

県
内
企
業
の
高
い
技
術
力
を
う
ま
く
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

相
談
内

容
は
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
が
、

コーディネーターが企 業 からの相 談に 対応

セ
ン
タ
ー
で

は
こ
の
部
材
供
給
支
援
を
柱

に
、
各
企
業
の
技
術
を
必
要
と
す
る
医
療

機
器
メ
ー
カ
ー
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ

て

い
ま
す
。
ま

た
、
医
療
機
関
や
医
療
機

器
メ

ー
カ

ー
か
ら
の
開
発
ニ
ー
ズ
の
収
集

や
販
路
開
拓
、
金
融
支
援
に
も
力
を
入
れ

て

い
ま
す
。

昨
年
は
、
自
動
化
技
術
を
持
つ
県
内

企

業
が
県
外
医
療
機
器
メ
ー
カ

ー
か
ら
新
た

に
製
品
を
受
注
し
た
り
、
医
療
現
場
の
ニ
ー

ズ
に
基
づ
き
薬
剤
な
ど
を
自
動
で

搬
送
す

る
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
し

た
り
す
る
な
ど
、

セ
ン

タ
ー
の
支
援
に
よ
り
成
果
が
着
実
に

上
が
っ
て
き
て

い
ま
す
。

医
療
機
器
の
市
場
は
今
後
さ
ら
な
る
拡

大
が
期

待
で

き
ま
す
。
セ
ン

タ
ー
で

は
、

今
後
も
県
内
企
業
が
円
滑
に
医
療
機
器
分

野
へ

と
進
出
で

き
る
よ
う
、
法
規
制
へ
の

対
応
、
資
金
調
達
、
販
路
開
拓
な
ど
、
企

業
に
寄
り
添
っ
た
息
の
長

い
支
援
を
し
て

い
き
ま
す
。

]･ごlfぶ4T ぐ 、` ‾"、　　　　　　 ｆ ｌ．．

メディカル･デバイス･コリドー推進センター

センター長

手 塚　 伸 ａ
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幅
広
い
連
携
で
医
療
機
器
産
業
の
底
上
げ
を
目
指
す

県
内
の
医
療
機
器
産
業
の
振
興
に
は
、
医
療
や
教
育
、
金
融
、
行
政
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
関

係
機
関
と
協
力
し
産
業
の
底
上
げ
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

県
で
は
、
山
梨
大
学
と
連
携
し
た
社
会
人
技
術
者
向
け
の
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
県
境

を
越
え
た
産
学
官
金
の
交
流
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

一
産
業
の
発
展
を
担
う
人
材
を
育
成

医
療
機
器
産
業
は
山
梨
の
も
の

づ
く
り

企
業
の
高
度
な
技
術
が
生
か
せ
る
有
力
な

分
野
で
す
。

「
医
療
機
器
産
業
技
術
人
材
養
成
講
座
」

で
は
、
医
療
機
器
の
開
発
に
必
要
な
知
識

や
技
術
を
身
に
付
け
、
医
療
機
器
分
野
へ

の
進
出
や
産
業
の
発
展
に
つ
な
が
る
多
彩

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

医
療

機
器
は
人
の
命
に

関
わ
る
た
め
、

法
律
に
よ

る
厳
し

い
規
制

が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
法
的
な
規
制
を
学
び
つ
つ
、
医

学
の
基
礎
、
機
器
の
設
計
・
試
作
、
製
造

販
売
に
至

る
ま
で
の
一
連
の
流
れ
を
学
ん

で
い
き
ま
す
。

山
梨
大
学
の
強
み
は
、
医
学
部
附
属
病

院
や
工
学
部
と
の
連
携
で
す
。
医
師
か
ら

は
手
術
な
ど
で
医
療
機
器
を
使
っ
て
い
る

映
像
を
見
て
学
ぶ
講
義
の
ほ
か
、
製
品
開

発
に
お
い
て
大
切
な
「
医
療
現
場
の
ニ
ー

ズ
」
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
ま
す
。
ま
た
工
学

部
の
教
員
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
、
試
作
品

の
製
作
実
習
も
行
い
ま
す
。
製
品
を
作
る

の
は
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
講
座
が
き
っ

か
け
と
な
り
特
許
取
得
・
製
品
化
に
向
け

て
動
き
出
し
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。

医
療
機
器
産
業
は
市
場
規
模
が
大
き
く
、

今
後
も
成
長
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
ニ
ー
ズ

の
高
ま
り
も
期
待
で
き
ま
す
。
構
想
を
進
め

る
中
で
「
山
梨
オ
リ
ジ
ン
」
と
言
え
る
製
品

が
生
み
出
さ
れ
、
産
業
が
大
き
く
発
展
し
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

医 療 機 器シミュレーターを使った実習

山 梨大学

融 合研 究臨床応用推 進センター

特任教 授　 博士( 工学)

野 田 智 秀
お

一
静
岡
県
と
の
連
携
強
化

構
想
の
実
現
に
は
、
本
県
独
自
の
取
り

組
み
だ
け
で
な
く
、
医
療
機
器
生
産
額
で

全
国
首
位
の
静
岡
県
と
の
連
携
も
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
令
和
元
年
1
2月
に
は
、
両
県
の

医
療
分
野
の
質
の
向
上
や
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
た
め
連
携
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
ま
た
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
は
医

療
機
器
の
研
究
開
発
に
取
り
組
む
静
岡
県

の
「
ふ
じ
の
く
に
先
端
医
療
総
合
特
区
」

に
山
梨
県
内
の
７

市
町
が
加
わ
り
ま
し

た
。
山
梨
の
ロ
ボ
ッ
ト
や
半
導
体
、
静
岡

の
医
療
機
器
と
い
っ
た
両
県
企
業
の
特
徴

や
強
み
を
生
か
し
、
医
療
機
器
の
共
同
開

発
や
マ
ッ
チ
ン
グ
を
は
じ
め
、
両
県
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
販
路

拡
大
、
展
示
会
へ
の
出
展
な
ど
、
県
境
を

越
え
た
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

富士宮市　 御殿場市
裾野市　　

富士市　　
ゾ

三島市　

長泉町

二　
／ 函南町　

清水町　　　　　　 伊豆の国市

。

⊇ ノ

伊豆市

｢ふじのくに先端医療総合特区｣に追加された地域

そ
の
結
果
、
令
和
３
年
度
に
は
静
岡
県

の
企
業
な
ど
か
ら
１
０
０
件
を
超
え
る
相

談
が
寄
せ
ら
れ
、
両
県
で
共
同
開
発
に
つ

な
が
る
な
ど
、
着
実
に
成
果
が
表
れ
て

い

ま
す
。

静岡県との連携協定県外 で行 われた展 示 会に静 岡 県と共 同で出展

ふれあい・ ● ……：
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メディカル･デバイス･コリドー構想

多

く

の

県

内

企

業

と

と

も

に

医

療

機

器

分

野

進

出

を

リ

ー

ド
　

県
内
企
業
の
医
療
機
器
分
野
へ
の
進
出
を
リ
ー
ド
す
る
、
山
陽
精
工
株
式
会
社
社
長
の
白

川
太
さ
ん
に
、
山
梨
に
お
け
る
医
療
機
器
産
業
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

㎜器

機
謹

蓄

罷

性

私
た
ち
は
成
長
が
見
込
め
る
産
業
を

狙
っ
た
も
の
づ
く
り
を
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
分
野
に
よ
っ
て
は
い
ま
や
成
熟

期
に
あ
り
、
ラ
イ
バ
ル
会
社
が
多
く
価
格

競
争
も
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
医
療
機
器
の
ニ
ー
ズ
は
至
る
所

………　　　　
乱

斧　

’　

『七 錨

医 療 機 器に 全力を注ぐ社員の 皆さん

に
あ
り
、
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
可
　
　
山
梨
県
の
も
の
づ
く
り
産
業
は
全
国
的

能
性
が
大
き
い
と
言
え
ま
す
。
当
社
が
医
　
に
み
て
も
か
な
り
レ
ベ
ル
が
高
い
で
す
か

療
機
器
分
野
に
進
出
し
た
の
は
も
う
1
0年
　
ら
、
セ
ン
タ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が

ほ
ど
前
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
構
想
は
　
ら
、
企
業
が
お
互
い
の
強
み
を
生
か
し
て

ま
さ
に
私
が
望
ん
で
い
た
取
り
組
み
で
す
。

自
社
の
強
み
を
生

か
し

一

県
内

企
業

と
連

携

私
た
ち

は
も

の

づ
く

り
の
専
門
家

で

す
。
法
規
制
が
厳
し

い
医
療
機
器
分
野
で

い
か
に
ニ

ー
ズ
に
応
え
て

い
く
か
に
つ
い

て
、
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
け

連
携
す
れ
ば
、
も
っ
と
医
療
機
器
産
業
を

盛
り
上
げ
て

い
け
る
と
思
い
ま
す
。

医
療
機
器
分
野
で
「
山
梨
あ

る
ぞ
Ｉ・
」

と

い
う
評
判
を
全
国
に
広
め
、
日
本
は
も

と
よ
り
世
界
の
お
客
様
に
も
、
山
梨
の
企

業
に
頼
め
ば
安
心
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る

ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
て

い
き
た
い
で
す
。

る
の
は
と
て
も
助
か
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
　
】
☆

に
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
で
は
、
セ
ン
タ
ー
で

選
ん
で
い
た
だ
い
た
企
業
７
社
に
当
社
ま

で
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
５
社
と
の
お

付
き
合
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
か

な
り
高
い
確
率
だ
と
思
い
ま
す
。

山陽精工株式会社

代表取締役社長

白 川　 太
お

日
本
を
代
表
す
る

一
大
集
積
地
を
目
指
し
て

県
は
、
令
和
２
年
３
月
に
「
メ
デ
ィ
カ

ル

ー
デ
バ
イ
ス

ー
コ
リ
ド
ー
推
進
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
①
専
門
相
談
窓
口
の
設

置
②
企
業
支
援
策
の
充
実
③
医
療
機
関
や

他
県
と
の
連
携
④
人
材
確
保
・
育
成
、
情

報
発
信
の
４
つ
を
柱
に
、
関
係
機
関
が
一

体
と
な
っ
て
総
合
的
に
医
療
機
器
産
業
の

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
支
援
し
た
企
業
の
生
産
額

の
伸
び
は
約
１
０
０
億
円
に
達
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
年
度
に
入
っ
て
か
ら
も
相

談
件
数
は
従
前
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
推
移

す
る
な
ど
、
県
内
企
業
の
関
心
は
高
く
、

今
後
も
進
出
企
業
の
裾
野
の
拡
大
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

今
年
度
は
セ
ン
タ
ー
の
人
員
を
増
や
し
、

首
都
圏
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
約
５
０
０
社

を
訪
問
し
て
部
材
な
ど
の
潜
在
的
な
発
注

ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し
を
行
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
企
業
へ
の
専

門
家
派
遣
な
ど
も
継
続
し
て
行
い
、
企
業

の
技
術
力
を
最
大
限
に
生
か
し
た
取
引
が

行
え
る
よ
う
、
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
ま
す
。

山
梨
県
が
日
本
を
代
表
す
る
医
療
機
器

産
業
の
一
大
集
積
地
と
な
る
よ
う
、
今
後

も
取
り
組
み
を
一
層
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

静 岡 県

・連 携協定･ 総合 特区による

取り組 み

メーカー　 医療機関

金融機関　 ＪＥＴＲＯ

国

山 梨 大 学　　　
連 携

・人 材 育 成 講 座　　
・　　 工

●医 療 ニ ー ズ

臨゚ 床 試 験 協 力　　 連 携　

｡1r･ｓ一・sI、

陽 弄瓦

・

一体的に支援

【問い合わせ先】成長産業推進課TEL 055-223-1565 FA 〉く055-223-1569IiI ，3､れあい
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一
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
を
推
進

～
全
て
の
子
ど
も
が
夢
に
向
か
つ
て

挑
戦
で
き
る
よ
う
に
～

大人に障害がある､ひとり親や共働き家庭など､背景はさまざま

｜

大
人
の
代
わ
り
に
家
事
や
家
族
の
世
話
な
ど
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
子
ど
も
「
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
が
社
会
的
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
県
で
は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
や

そ
の
家
族
を
支
援
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
始
め
て

い
ま
す
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
い
う
言
葉
を

」
知
つ
て
い
ま
す
か
？

日
本
で
は
法
律
上
の
定
義
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
一
般
的
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、

本
来
大
人
が
担
う
と
さ
れ
る
家
事
や
家
族

の
世
話
な
ど
を
日
常
的
に
行
っ
て

い
る
子

ど
も
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

子
ど
も
が
家
族
の
世
話
を
す

る
こ
と
自

体
は
尊
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
本
来
大
人

が
担
う
よ
う
な
責
任
の
重

い
ケ
ア
を
引
き

バランスの崩壊

j ｼﾞ 』
－　　

Ｉ Ｉ　

……ｼ
」ｌ ｉ　

ｌ　　　
蛋　亮　1d

し

こ

…………　17　1蔽　｢犀　　屎　,｡扁sｒや

受
け
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
は
、
自
分
の
時

間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ず
、
日
常
生
活
に

支
障
が
出
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
自
身
の

将
来
の
夢
を
諦
め
ざ

る
を
得
な

い
状
況
に

陥
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

県
で
は
、
家
庭
の
状
況
や
育
っ
た
環
境
に

左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
全
て
の
子
ど
も
が

将
来
へ
の

希
望
や
期
待
を
抱
き
、
そ
の

実

現
に
向
け
て
挑
戦
で
き
る
よ
う
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
ヘ
の
支
援
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ﾔングケアラーによるバランスの保持

ｉ　･･,-･　　　　　　　

１ １

家　　育　　介

，･ 卜6'S　9　　
事　゛ﾐ1

1

d

l

L

－

出典:厚生 労働省 令和元年度 子ども･子育て支援調査研究事業

ヤングケアラーの早期対応に関する研究

｢ヤングケアラーの早期発見に関するガイドライン案｣

ふれあい ●1● 言 轟生秦ﾀﾌ゙ﾟ
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ヤングケアラー支援を推進

ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ

ー
に
つ
い
て

一
知
事

と
意

見
を
交
換

令
和
３
年
６
月
に
開
催
し
た
「
知
事
と

語
る

や
ま
な
し
づ
く
り
」
で
は
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ

ー
が
置
か
れ
て

い
る
現
状
と
課
題

を
知

り
、
今

後
の

施

策
に
生

か
す
た
め
、

子
ど
も
や
家
庭
の
支
援
者
と
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

参
加
者

か
ら
は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
に

つ

い
て
地
域
や
子
ど
も
が
理
解
す
る
機
会

が
必
要
、
関
係
者
が
連
携
し
て
対
応
す
る

こ
と

が
必
要
、
相
談
で

き
る
場
所
が
あ
る

こ
と
を
子
ど
も
に
周
知
す
る
こ
と
が
必
要
、

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

; 躊 と穏る や斡しづぐ11
T771111F ヰl ii… …｢゙ 菱1 ＝T　

ぃ

ｉ¥1¥

φり:　　　
:･･,

Ｉ 臍 Ｔ 疆 ●　

･.`1･|『1　　　　1 F.,..1･

¬Ｔ 麟至二

子どもや家庭の支援者と意見を交わす長崎知事

全
国
初
の
全
数
調
査

一
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
を
把
握

県
で
は
ま
ず
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実

態
を
把
握
す
る
た
め
、
全
国
で
初
め
て
、

県
内
全
て
の
小
学
６
年
生
か
ら
高
校
３
年

生
ま
で
を
対
象
と
し
た
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
世
話
を
し
て
い
る
家

族
が
い
る
と
答
え
た
子
ど
も
が
、
お
よ
そ

１６
人
に
１
人
の
割
合
で
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
こ
の
数
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

に
該
当
す
る
か
も
し
れ
な
い
子
ど
も
で
す
。

そ
の
う
ち
毎
日
世
話
を
し
て
い
る
子
ど
も

は
お
よ
そ
３
人
に
１
人
、
世
話
を
し
て
い

る
た
め
に
、
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
が
あ
る
子
ど
も
が
お
よ
そ
４
人
に
１

大
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
自
分
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
該
当

す
る
と
答
え
た
子
ど
も
は
お
よ
そ
6
6大
に

１

人
の
割
合
で
、
本
人
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
だ
と
自
覚
し
て
い
な
い
可
能
性
も
見

え
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
関
係
者
や
福
祉
関
係
な
ど

で
子
ど
も
や
家
庭
の
支
援
を
行
う
方
を
対

象
と
し
た
調
査
も
実
施
し
、
そ
の
結
果
か

ら
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
い
っ
て
も
、
背

景
に
は
親
の
障
害
や
病
気
、
祖
父
母
の
介

護
、
幼
い
き
ょ
う
だ
い
の
面
倒
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

ヤングケアラーの認知度
世話をしている家族が｢

いる｣と回答した児童生徒
世話をしている頻度

聞い たことがあり

よく知っている15.3

％

無回答1.0

％

聞い たことは

あるが

よく知らない19.9
％「い ない」　　　　　6.1

％37,174

人

92.7 ％
2｡2 ％

週1～2回12.6
％

月 に数日8.7

％

世話をしているために､やりたいけれどできていないこと
自分が｢ヤングヶアラー｣に

該当するか

(複数回 答)

宿題や 勉強を する　　　　　　　　･･ ｉ
時 間が取れない ㎜ ゛11Si･

約66人に1人

あてはまる1.5
％

無回答0.9
％

十Jm 黙 －i －i

わからない12.8
％

6｡2轍
友 人と遊 ぶ

時間がない
あてはまらない84.8

％

自溜1黙＝ Ｗｄ

山梨県｢ヤングケアラーの実態に関する調査(令和3年9月)｣

- 皿 、3､れあい
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１ １

四

作

ド

ラ

イ

ン

を

策

定

県
で

は
、
子
ど
も
や
家
庭
の
支
援
を
行

う
方
や
外
部
有
識
者
な
ど
で
構
成
す
る
「
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
会
議
」

を
設
置
し
、
こ
の
会
議
に

お
け
る
意
見
や

実
態
調
査
の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
令
和

３

年
1
2
月

に

全
国

初
の
「
ヤ

ン

グ
ケ

ア

ラ

ー
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は
、
学
校
や
福

祉

分

野
な
ど
で

普
段

か
ら

子
ど

も
に

関

わ
っ
て

い
る
人
た
ち
が
、
ど
の
よ
う
に
ヤ

ン

グ
ケ
ア
ラ

ー
を
発
見
し
、
連
携
し
た
支

援
に
つ
な
げ
て

い
く
か
に
つ

い
て

具
体
策

を
示
し
て

い
ま
す
。

薪
能
Ｈ
Ｕ
Ｕ

。

実
態
調
査
の
結
果
で
示
さ
れ
て

い
る
よ

う
に
、
多
く
の
方
は
、
ま
だ
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ

ー
と
い
う
言
葉
を
知
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
地
域
の
子
ど
も
や
学
校
の
自
分
の

友
達
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
だ
と
気
付
け
な

か
っ
た
り
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
自
身
で
あ
っ

て
も
自
覚
し
て

い
な
か
っ
た
り
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で

県
で

は
、
吉
本
興
業
株
式
会
社

所
属
の
芸
人
が
高
校
生
に
扮
し
た
動
画
「
山

梨
コ
ネ
ク
ト
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
の
制
作
・

公
開
や
学
校
訪
問
に
よ
り
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
啓
発
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ
、
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
を
早
期
に
発
見
し
、
そ
の
後

の
支
援
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
で
、
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
が
自
分
の
夢
を
諦
め
る
こ
と

な
く
挑
戦
で
き
る
社
会
、
ま
た
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
も
含
め
全
て
の
子
ど
も
が
夢
の
実

現
に
向
け
て
切
磋
琢
磨
し
将
来
活
躍
で
き

る
社
会
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

ヤングケア ラーを知ってもらうため､ 学 校 に出向いて講 座を実施

県の公式ＹｏｕＴｕbe チャンネル

｢山梨チャンネル｣で公開している普及啓発動画

,3､れあい 皿;皿



ヤングケアラー支援を推進

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と

呼
ば
れ
る
子
ど
も
が
い
る
こ
と
を
知
り
、

手
を
差
し
伸
べ
て
く
だ
さ
い

‐
―
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は

「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
の

策
定
や
普
及
啓
発
活

動
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
特
に
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
４
本
公
開
し
て
い
る
普
及

啓
発
動
画
は
約
２
ヵ
月
間
で
1
5万
回
以

上
再
生
さ
れ
て
お
り
、
手
応
え
を
感
じ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
に
全

国
初
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
特
化
し
た

ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
情
報
発
信
を
強

化
し
て
い
ま
す
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
か
ら
の
相
談
は
、
2
4

時
間
対
応
可
能
な
２
つ
の
相
談
窓
口

を
県
で
設
置
し
て
対
応
し
て

い
ま
す
。

山 梨 コ ネクトヤン グ ケア ラ ー

(Ｙａｍａｎａｓｈｉ Ｃｏｎｎｅｃt Ｙｏｕｎｇ Ｃａrｅr) の

ＹＣＹＣ をキャラクター の ように 見 立 て､ 手 をつ なぎ

人 との つ な がりを 示し たロゴ マ ー ク

啓
発
力
－

ド
を
県
内
全
て
の
小
中
学
校
・

高
校
に
配

布
し

た
り
、
交
流
サ
イ

ト

（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
で
情
報
を
発
信
し
た
り
し
て

相
談
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

‐‐‐
今
後
の
取
り
組
み
は

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
支
援
機
関
に
つ

な
げ
る
パ
イ
プ
役
と
な
る
「
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
育

成
を
今
年
度
実
施
し
ま
す
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
支
援
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
行
う
こ
と
で
、
支
援
の
強
化
を
図
っ

て

い
き
ま
す
。
相
談
体
制

は
、
現
在
、

電
話
相
談
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

年
齢
が
上
が
る
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
相
談
を

Tik ‾R)kヘ ヤングケアラーに特 化したアカウントを開 設

希
望
す
る
子
ど
も
が
増
え
る
傾
向
に
あ

る
た
め
、
新
た
な
相
談
窓
口
を
設
置
し

ま
す
。

ま
た
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
同
士
や
以

前
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
だ
っ
た
人
た
ち
が

集
ま
り
、
共
に
話
し
合
え
る
よ
う
な
場

を
つ
く
り
ま
す
。

１
県
民
に
伝
え
た
い
こ
と
は

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
呼
ば
れ
る
子
ど

も
が
い
る
こ
と
を
知
り
、
理
解
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
身
近
に
困
っ

て
い
る
お
子
さ
ん
を
見
つ
け
た
ら
、
声

を
か
け
た
り
、
手
を
差
し
伸
べ
た
り
し

て
、
支
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

気
に
な
る
子
ど
も
を
見
か
け
て
も
、

何
を
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、

県
の
相
談
窓
口
や
お
住
ま
い
の
市
町
村

の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
窓
口
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
県
で
は
今
後
も
市
町
村
や

話 し 七 ぶ よ う
…
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関
係
機
関
と
と
も
に
子
ど
も
や
家
族
に

寄
り
添
っ
た
支
援
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。子

ど
も
は
未
来
の
山
梨
づ
く
り
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
る
存
在
で

あ
り
、
し
っ
か
り
守
り
育
む
こ
と
で
よ

り
良
い
山
梨
へ
発
展
す
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。
全
て
の
子
ど
も
が

平
等
に
必
要
な
権
利
を
持
っ
て
過
ご
せ

る
よ
う
な
社
会
を
つ
く
っ
て

い
く
た
め

に
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
取
り
組

み
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

子ども福祉課
芳 賀 栄 彦 主査

Ｉ　｢ 大丈夫?｣つて圃か れた ら｢戈丈夫｣つて答 えるl｣ど、

・
１　　 本 当ａ う６ い．

でも､かわいそうって恩 われたくない.
ゝ　
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小 中 学 校･高 校に 配 布した啓 発カード

ヤングケア ラーがどこ にも相 談 できずに ひとりで

抱え込 んでしまってい るケ ースがあることから､県 は、

子ども自身がSOS を出 せる電 話 相 談 窓 口を設 置し

ています。さらに､スクールカウンセラーなどの 専 門家

が､ いじめや不 登 校とともに､ ヤングケア ラーの 相談

にも 応じることができる｢ 相 談 支 援センター｣を開 所

しています。

FAX055-223 一括09TEL 055-223-1457【問い合 わせ先】子ども福祉課
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新型コロナウイルスとの闘いを振り返る
～先手対応で課題に取り組み｢超感染症社会｣の実現へ～

新型コロナウイルス感染症との闘いが始まってからすでに3 年目を迎えました。2年前の春、県民の間には

感染に対する不安の声 が広がり、客足が途絶えた街の明かりは消えかけてしまいました。何度も手が届きそ

うに思えたゴール、その度に揺り戻す感染の波。そのような中でも、生命と経済を守り抜こうとする取り組み

が止まることはありませんでした。ここでは、山梨県 がどのようにして感染症に対して強靭な社会(超感染症

社会)を作り上げてきたのかを、重点的に取り組んだ3つの柱に沿って振り返ります。

(人)2500

2000

1500

1000

500

０

新規感染者数の推移(7日間累計)と

県の臨時特別協力要請など

4/20 ～5/14

緊急事態措 置

3/6
県 内で初めて

感染 者を 確認

第1 波

最大21 人/週

8/20 ～9/12

まん延防止等重 点措置

CZI …

第2 波

最大30人/週

1/25 ～2/7　
営業時間

短縮協力要請

第3 波

最大159 人/週

3/1 4/1　5/1　6/1　7/1　8/1　9/1　10/1 11/1 12/1　1/1　2/1　3/1　4/1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1
令和2(2020) 年

5/1　6/1　7/1　8/1　9/1　10/1 11/1 12/1　

令和3(2021) 年

1/1　2/1　3/1　4/1　5/1
」1

令和4(2022) 年

山梨県内で初めて感染者が確認さ れたのは令和2 年3 月６日｡当時は感染者が出ること自体が大きなニュース

になりました。4月に入り緊急事態宣言が全国に発令さ れると､山梨県でも外出自粛要請や事業 者への休業要請

などが行われ､県民の生活にも影響が生じ始めました。

その後もこのウイルスは変異を繰り返し､新たな変異株が生まれるごとに感染の規模は大きくなっていきまし

た。特にデルタ株による｢ 第5 波｣では､それまでにない速さで感染者が増えたことから､病院や宿泊療養施設の使

用率は上がり､ 保健所などの業務も逼迫しました。本県に初めてまん延防止等重点措置が適用さ れ､営業時間の

短縮や休業の要請が行われたのもこの頃です。

令和4 年に入るとオミクロン株による｢ 第6 波｣ が県内を襲い､この5 月に県内の累計感染者数は3 万人を超えま

した。しかし､連日100 人を超える感染者が発生しても､日常生活は続き人々は平穏を保っています。2年にわたる

闘いを経て､ 私たちの社会は感染症に対する強靭さを手に入れましたが､いまだ感染終息の兆しは見えず､今後

もウイルスとの共存が求められるでしょう。これまでの取り組みで得た経験や知恵を武器に､新型コロナウイルス

と私たちとの闘いは続いていきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〉

明 ６日時点での情報を基に作成してぃます。 ふ れ あ い ・ 訓●ﾆｰ
ご
入 ］RF-:



新型コロナウイルスとの闘いを振り返る

｢まずは県民の生命を守る｣を合い言葉に､早期発見･早期治療を基本とし､感染拡大防止に不可欠な検査につ

いては対象者の拡大や検査能力の拡充を図り､医療提供体制については全
ての患者へ症状に応じた対応ができ

るよう､病床や宿泊療養施設を確保してきました。

また､感染の規模が大きくなる度に対応を進化させ､第5波や第6波の中で構築した､自宅待機者や自宅療養者

にも医師などの目が行き届く仕組みは､コロナ後の県民医療の強靭化につながるも
のとなっています。

■ 検 査 対 象 を 広 げ 感 染 者 を 早 期 発 見　

重症化やクラスターの発生を未然に防ぐため､感

染する可能性 のある方を広く検査の対象とし､ 速や

かに検査を受けられる体制を整えてきました。また、

検査能力の強化を進め､ 令 和4 年5 月末現 在の1 日

当たりのＰＣＲ検査可能件数は約2580 件となってい

ます。

(主な取り組み)

●検査対象を随時見直し(接触者などに対象を拡大､社

会福祉関連施設の従事者に定期的な検査を実施､感

染者となった児童がいるクラス全員への検査など)

●成人式を開催する市町村に抗原検査キットを配布、

大型連休中に甲府駅で無料の抗原検査を実施

●県衛生環境研究所をはじめ､ドライブスルー式検査

や医療機関での検査数を増やし､1日当たりの検査

数を増加

ドライブスルー式ＰＣＲ検 査 のため検体 を受け取 る職 員

■ 必 要 な 人 に 確 実 に 医 療 を 届 け る

受け入れ先が不足し､医師などから治療や指示を

受けられない人を出さないよう､症状に応じた適切な

医療を提供できる体制づくりに取り組んできました。

県内の医療機関や宿泊施設の協力により､病床や

宿泊療養施設は全国トップクラスの水準で確保さ れ

ています。また､ スマートフォンなどを活用し､自宅で

療養する人にも医 師などの目 が行き届くホームケア

などの仕組みを作り上げ､ 必要な人に確実に医療を

届けています。

(主な取り組み)

●感染症対応病床を最大389 床確保

●常駐する医師などによる治療や処方が可能な医療

強化型宿泊療養施設や通常型の宿泊療養施設を

開設(令和4年5月末現在最大1135 室を確保)

●フアーストケア､ホームケア､退所後ケアで自宅でも

安心して療養などができる体制を整備

保 健 所 では連日 深 夜まで感染 者などへの対 応 が続い ている

大規 模 接 種センターでのワクチン接種

■ 一 人 で も 多 く の 方 に ワ ク チ ン を 接 種 し て も らう た め に

発症予防効果や重症化リスクを軽減させる効果が高いと認められている新型コロナワクチンの接種を進める

ため､県は市町村や医療機関などと協力し､県民が安心して接種を受けられる
環境を整えてきました。

(主な取り組み)

●医療従事者や社会福祉関連施設従事者､高齢者などに優先的に

接種

●専門相談ダイヤルや大規模接種センターを設置

●県独自に｢ 新型コロナウイルスワクチン副反応休業助成金｣を支給

●｢あんしんやまなしワクチン接種県民運動｣や｢やまな
しワクチンで

当たる!キャンペーン｣などで接種を促進

●ワクチン接種証明などの提示で宴会の開催制限を緩和する｢やま

なしグリーンパス｣を開始

・i ■ 、3､れあい
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感染拡大による休校や休業などは県民の生活に大きな影響を及ぼしました。県は､県民生活の安定に向けた対

策を早急に整えるとともに､感染状況や県の対応方針などを｢知事メッセージ｣や｢医療危機メーター｣といったさ

まざまな方法で発信し続け､県民と危機感を共有してきました。

また､学校などでは子どもが安全で安心して生活や学習ができるよう､感染防止対策や授業方法の工夫に引き

続き取り組んでいます。

■｢ 見 え る 化｣ で 危 機 感 を 共 有

県は､さまざまな対応を求める協力要請や臨時特

別協力要請などの内容が県民に早く確実に伝わり、

危機感を共有してもらえるように､情報発信を続け

ています。

(主な取り組み)

●知事記者会見などで県民に対応を呼びかけ

●｢患者発生アラート｣で市町村ごとの感染状況と

警戒レベルを伝達

●病床などの使用率を｢医療危機メーター｣で見える

化し､県民と危機感を共有

●｢感染症ポータルサイト｣や｢県LINE(ライン)公式

アカウント｣等で県内の感染状況などを毎日発信

゛･ＩＦ て・ ｔ ＨｊＵ １　　徹゙ を’騨 昧巾慨1

心 ｌ
ｒ７π７･= ７天四７丿

｢医 療 危機メーター｣を前に病 床 の逼 迫 状況を伝 える長 崎 知 事

■ 子 ど も の 学 び や 生 活 を 守 る

児童･生徒 への感染拡大を防ぐため､休 校や分散

登校が行われました。学習の遅れなどのさまざまな

影響が懸念さ れましたが､ 教育委員会は休校期間中

の学習を支援するため､学習支援サイトの開設や動

画の配信を､ 学校は情報通信技術(ＩＣＴ)を活用した

オンライン授業などを行いました｡学校再開後は､ 校

内や部活動での感染防止対策にも全力 で取り組ん

でいます。

(主な取り組み)

●｢やまなし小･中学生応援サイト｣を立ち上げ､ 休校

期間中の家庭学習に活用できる教材や動画を紹介

●学習の遅れを補うために学習支援員などを追加配置

●部活動ガイドラインを策定し､部活動中の感染防止

対策を徹底

オンラインで地 元 の農 家と話す小 学 生

■ 生 活 の 不 安 を 取 り 除 く

感染拡大により県民の間にはさまざまな不安が広がり､風評被害や感染者に対する誹膀中傷なども起きまし

た｡また､勤務先の休業や失業などで生活が苦しくなる人が増加しました。県は県民の不安や人権問題に対応する

とともに､生活資金の貸し付けや助成金の支給といった生活支援や災害時の感染防止対策などにもきめ細かく

取り組んでいます。

(主な取り組み)

●県民生活相談や各種専用相談ダイヤルにより県民の不安に対応

●甲府地方法務局､県弁護士会などと｢県民等の人権に関する関係

機関連絡会議｣を設置し対応を協議

●所得が減少した人向けの生活資金貸付制度や妊婦･感染者などへ

の休業助成金制度を充実

●無料歯科健診を行い口腔からの感染リスクを低減

●災害避難所の感染防止対策を促進

避難所の感染対策 強化のため

パーティションなどの物資を整備

６月６日時点での情報を基に作成しています。 ふ れ あ い ・ ｌ●

-
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新型コロナウイルスとの闘いを振り返る

｢感染症との共存が必要となる時代に反転攻勢をかけるためには､感染防止対策の水準を高めることで県内外から

安心感と信頼感を得ることが必要不可欠となる。｣このような前提に立ち生まれたやまなしグリーン･ゾーン認証制度

は､今や県が行うさまざまな事業者支援策のベースとなっています。同様の制度が他の都道府県で導入され､本県が

中学校の修学旅行先ランキングで2 位となるなど､県と事業者が一丸となって取り組んだ成果は着実に表れています。

■ コ ロ ナ 対 策 の 代 名 詞｢ や ま な し グ リ ー ン･ ゾ ー ン 認 証 制 度｣

山梨県は､緊急事態宣言解除後も､ 大規模集客施設など感染リスクの高い業種への休業協力 要請を継続した

唯一の県でした。これらの業種にはガイドラインの策定を求め､感染防止対策が整った事業所への要請を個別に

解除する方式を採りました。この方式の対象外となった飲食店や宿泊施設､ワイナリーや酒蔵などには｢やまなし

グリーン･ゾーン認証制度｣を導入し､県と県内ほぼ全ての事業者とがリスクを分かち合い､ 共に｢安心と信頼｣を

作り上げる制度として運用しています。感染の波に襲われるたびに基準を見直し､ 最新の感染対策技術や設備を

取り入れた国際的にも通用する制度も新たに設けるなど､ 常に進化を続けています。

(主な取り組み)

●事業者が行う感染対策を県が実際に確認して認証す

るやまなしグリーン･ゾーン認証制度を創設(令和3 年

に休業協力要請の個別解除方式を吸収)

●感染状況に応じて認証基準を見直すなどし､県内全体

の感染防止対策を随時レベルアップ

●認証取得や変異株対応のため事業者が行う設備改修

や機器購入のための費用を補助

●国際的にも通用する上位認証制度｢やまなしグリーン･

ゾーン プレミアム｣の運用を開始

■ 資 金 面 か ら 事 業 者 を 支 え る

県内の多くの中小企業者が売り上げの減少などによ

り大きな痛手を受けました。県は商工業振興資金に新た

な融資メニューを設けるとともに､このような事業 者が

国の支援策をいち早く活用できるよう､持続化給付金な

どの申請支援に取り組みました。また､プレミアム付き食

事券の発行や県民限定の宿泊割りなどで飲食業や宿泊

業の需要を喚起し､これらも重点的に支援しました。

■ 生 産 者 を 支 援 す る 取 り 組 み を 展 開

外食需要や外国人観光客の減少により､県内の生産

者は在庫の増加や価格の低迷に苦しみました。

県は､静岡県と協力し､両県の旬の農産物や海産物な

どを互いに購入する取り組 み｢バイ･ ふじのくに｣やオン

ラインイベント｢おうちでワイン県｣などにより県産品の

魅力を伝え､ 消費や販路を拡大しました。

(主な取り組み)

●｢バイ･ふじのくに｣で県産品の購買意欲を喚起

●甲州牛や甲州地どりを給食用の食材に提供

●地場産品を扱うEC サイトをウェブ広告などで紹介

圖IC● 、3､れあい

県 内の 至る所で認 証マークを見ることができる

(主な取り組み)

●経済変動対策融資(新型コロナウイルス感染症対

策関係)･新型コロナウイルス感染症関連借換融資

を新設

●関係機関の協力を得て､持続化給付金や雇用調整

助成金､事業復活支援金などの申請を支援

●無尽でお助けキャンペーンややまなし食のグリー

ン･ゾーン応援キャンペーン､やまなしグリーン･ソー

ン宿泊割りなどを実施し､飲食店や宿泊施設を支援

静 岡 県で開 催された南 アルプス市 産サクランボの 販売 会



低
出
生
体
重
児
の
育
児
不
安
を
軽
減

～

や

ま

な

し

リ

ト

ル

ペ

ビ

ー

ハ

ン

ド

ブ

ッ

ク

～

山
梨
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
の
育
成
や
子
育
て
環
境
の
整
備
は
、
本
県
の
最
も
重

要
な
課
題
の
一
つ
で
す
。
県
は
「
子
育
て
し
や
す
さ
日
本

二

の
実
現
に
向
け
て
結
婚

か
ら
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
ま
で
切
れ
目
の
な
い
き
め
細
か
な
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。こ

う
し
た
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
小
さ
く
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
家
族

を
支
援
す
る
た
め
、
母
子
健
康
手
帳
と
一
緒
に
使
え
る
、
低
出
生
体
重
児
の
特
徴
を
踏

ま
え
た
「
や
ま
な
し
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

子育て政策課

大 船 朋 美 課長補佐

一
低
出
生

体
重
児

の
育
児
不

安

低
出
生
体
重
児
と
は
、
早
産
な
ど
に
よ

り
小

さ
く
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
で
、

県
内
で
生
ま
れ
る
子
ど
も
の
約
１
割
を
占

め
て

い
ま
す
。

こ

う
し
た
子
ど
も
は
、
通
常
と
比
べ
て

発
達

が
ゆ
っ
く
り
と
進
む
こ
と
が
多
く
、

母
子
健
康
手
帳
で
は
成
長
や
発
達
の
確
認

が
難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
思
っ
た
よ

う
に
記
録
で
き
な

い
母
子
健
康
手
帳
を
見

る
た
び
に
落
ち
込
ん
で
し
ま
う
な
ど
、
家

族
の
悩
み
や
不
安
は
大
き
く
な
っ
て
し
ま

い
が
ち
で
す
。

一
保
護
者

の
気
持

ち
を
手
帳
に

反
映

県
で
は
、
こ
う
し
た
マ
マ

ー
パ
パ
の
心

理
的
な
負
担
を
和
ら
げ

る
た
め
、
令
和
２

年
度
か
ら
、
特
に
身
体
の

機
能
が
未
熟
な
1
5
0
0

グ
ラ

ム
未
満
で
生

ま
れ
た
赤

ち
ゃ
ん
（
極
低
出
生
体
重
児
）
を
対
象
に
、

成
長
や
発
達
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
手
帳
の

作
成
に
向
け
た
検
討
を
始
め
ま
し
た
。
令

和
３

年
度
に
低
出
生
体
重
児
や
先
天
性
疾

患
を
持
つ
子
や
そ
の
親
が
集
う
育
児
サ

ー

ク
ル
「
＊
Ｍ

‐
ち

ゃ

い
る
ど
＊
」
の
代

表

者
や
医
師
、
保
健
師
な
ど
で
構
成
す
る
検

討
会
を
設
置
。
保
護
者
の
気
持
ち
や
専
門

家
の
意

見
を
聴
き
な
が
ら
議
論
を
進
め
、

今
年
３
月
に
、
低
出
生
体
重
児
の
特
徴
や

先
輩
マ
マ

ー
パ
パ
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
や
ま
な
し
リ
ト
ル

ベ

ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

,3､れあい ㎜ｌ・ レ　 コ心



低出生体重児の育児不安を軽減

ﾌ 聡゙声
乱

⑩

稲゙、

やまなしリトルペビー

ハンドブックの特徴

ｆと･j; ７

●●●j;S｡

・ ●lS
；

庸

衆

敵辿

このハンドブックには､小さく生まれた赤ちゃんを持つママ･

パパに安心して使ってもらえるよう､先輩ママ･パパの視点を

取り入れた､さまざまな工夫がされています。

極低出生体重児に対応した発育曲線できた日を記入する成 長記録

●－

＝ － ㎜　　 四　 ｘ ａ

１ １１ 讐

･●哩挑ll●・iu曝sI㎜I' ‘-‘̂ な` 一 貳

●

母 子 健 康 手 帳 で は 、

発 育 曲 線 の 目 盛 り が1000

グラ ム から 始 まる

の に対 し､ ハ ンドブックで

は Ｏグラム からとなってい

ま す。1500 グ ラ ム 未 満

の 極 低 出 生 体 重 児 を持

つ マ マ･ パ パ の 気 持ち が

形 になりました。

??・1 ぎ●.ﾋ畷奉こﾋができた･ － 〃 宦哨rIS岬 幕な ができたb

・s ●　　 丿 ｌ ｉ

●が すわ9 りね　　 争を寸訥たり,- 童瞳k 寸める

いうにな4 たね

月 齢ごとに｢ できる･で

きない｣ で発 達を記 入 す

る母 子 健 康 手 帳とは異

なり､ハンドブックでは初

一
不

安

を
抱
え

る
方
に

や
ま
な
し
リ
ト
ル

ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
は
、
体
重
1
5
0
0

グ
ラ
ム
未
満
の
極

低
出
生
体
重
児
や
、
2
5
0
0

グ
ラ
ム
未

満
の
低
出
生
体
重
児
で
、
特
に
支
援
が
必

要
な
子
の
保
護
者
を
対
象
と
し
て

い
ま
す
。

め て お 座 りで きた 日 など　　;gX “`1` ゛゙ “゙｀j゙"゙

｢ ○ ○ が で きた 日｣ を 記　 ，｡……ご二,こ｡｡,｡,｡,｡,二｡,こ｡:

・ ｉ Ｓ

ａｊ／り ぎl! ねお●り ぎf! ね

入できるようになってい

ます。

４

１ ゛ｙ

ｌ

先 輩 マ マ か ら の メッセ ージ

｢今 は暗いトンネルの 中でも､ 絶 対に 出口の 光

は見えるよ!｣に の 子がいたから出逢 えた人､ 出 逢

えた世 界｣ など､各所 に先 輩 ママ･パ パからの励ま

しのメッセージ。これから育 児をしていくママ･ パ パ

に 寄り添う内 容になっています。

9 歳まで対応

他県では3歳または6歳まで記録できるのに比

べ､本県は､就園や就学で悩むことの多い低出

生体重児のママ･パパに対応するため､9歳まで

の成長を記録できるようになっています。

こ
れ
か
ら
出
産
す
る
方
は
県
立
中
央
病

院
で
、
３
歳
ご
ろ
ま
で
の
極
低
出
生
体
重

児
を
育
て
る
方
に
は
市
町
村
を
通
じ
て
配

布
し
て
い
ま
す
。
母
子
健
康
手
帳
と
一
緒

に
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
記
録
と
し
て
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

「
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
よ
。

み
ん
な
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
」の
想
い
を
込
め
て

私

に

は

中

学

３

年

生

に

な

る

双

子

の

子

ど

も

が

い

ま

す

。

そ

の

子

た

ち

は

５

４

４

グ

ラ

ム

と
５

６

０

グ

ラ

ム
で

誕

生

し

ま

し

た

。

県

立

中

央

病

院

の

Ｎ
－

Ｃ

Ｕ

（
新

生

児

集

中

治
療

室

）

を

経

て

、

や

っ

と

待

ち

わ

び

た

退

院

の

日

を

迎

え

た

の

で

す

が

、

病

院

を

離

れ

た

時

の

不

安

と

怖

さ

は

想

像

以

上

で

、
医

療

的

ケ

ア

も

あ

り

心

配

ば

か

り

の

日

々

を

送

り

ま

し

た

。
そ

こ

で

私

は

、

病

院

や

Ｓ

Ｎ

Ｓ

で

マ

マ

た

ち

に

声

を

か

け
、

不

安

と

闘

い

な

が

ら

も

楽

し

く

育

児

を

し

て

い

け

る

サ

ー

ク

ル

を

立

ち

上

げ

ま

し

た

。
そ

し

て

す

て

き

な

出

会

い

に

恵

ま

れ
な

が

ら
今

日

に

至

っ

て

い
ま
す

。

「
リ

ト

ル

ベ

ビ

ー

ハ

ン

ド

ブ

ッ

ク

」
の

作

成

を

県

に
要

望
し

た

背

景

に

は
、

私

を

含
め

た

先
輩

マ
マ

た
ち

の

経

験
が

あ

り

ま

す

。

普

通
の

母

子

健
康

手

帳

は
、

低

出
生

体
重

児

を
出

産

し

た
私

た

ち

に

は
使

い
に

く

い
も
の

で

し

た

。
例

え

ば

体
重

を

記

録

す

る

グ

ラ

フ

が
1
0
0
0

グ

ラ

ム

か

ら

し

か

目

盛

り

が

な

く

、

寝

返

り

し

ま

す

か
？

な

ど
の

発

達
チ

ェ

ッ

ク

項
目

も
「

い

い
え
」
に

丸
を

つ

け

る
こ

と

ば

か
り
で
「

私

た

ち

の
子

ど
も

は

国
や

県

な

ど

か
ら

認

め

ら

れ

て

い
な

い
の
？

」

と

感
じ

悲

し

く
な

り
ま

し

た
。「
リ

ト

ル

ベ

ビ

ー
ハ

ン

ド
ブ

ッ

ク
」

は

行
政

が

発

行

す

る
こ

と
に

大

き

な

意
味

が

あ

っ
た

の

で

す
。

ハ

ン

ド
ブ

ッ

ク

作

成
に

向

け

た
検

討

会

で
は

、
こ
の

手

帳

を

通
じ

て
「
ひ

と

り
じ

ゃ

な

い
よ

。

似

た
経

験

を
し

た

仲

間

が
応

援

し
て

い
る

よ
」

と

い
う
想

い
を
伝

え

る
こ

と
を

大

切

に
し

ま

し

た
。

先

輩

マ

マ
や

成

長
し

た

低
出

生

体

重

児
本

人

の

メ

ッ
セ

ー

ジ
、

私

た

ち
の

サ

ー

ク
ル

の

二

次
元

コ

ー

ド

も
載

せ
て

い
ま

す

。

実

際

に
ハ

ン

ド
ブ

ッ

ク
を

手

に
し

た

マ

マ

か
ら

は

「

自
分

た

ち
の

存

在

が

認
め

ら

れ

た
、

待

ち
望

ん

で

い
た
手

帳
で

す

」

と

の
感

想

も
寄

せ

ら

れ

、
み

ん

な
同

じ
気

持

ち
な

ん

だ

と
改

め

て

感
じ

ま

し

た
。

孤

独

の

中

で

育

児

に

向

き

合

っ

て

い

る

マ

マ

も

多

く

い

ま

す

。

こ

の

ハ

ン

ド

ブ

ッ

ク

を

手

元

に

置

い
て

、

仲

間

の

存

在
を

感
じ

て

も

ら
え

た
ら

嬉

し

い
で

す

。

おご 二裂。

岩出絹子お

【問い合わせ先】子育て政策課TEL 055-223-1425 FAX 055-223-14751
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山梨県政の深層と真相がわかる

や ま な

そ
う
か
い
通
信

齢

や
ま
な
し
の
”

そ
う
だ
っ
た
の
か

”
を

学
生
が
レ
ポ
ー
ト
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2０２２年５月２６日 定例記者会見

ｌ･ 冊1 ●●・ 疆|･ 欄間冒I[ で 匯

発 表 項 目　 ●6 月●●提ｉ 予定案件

一コロナ対策と自殺防止対策を推進

噺型コロナ対策

自殺対策

そのほかの項目

● 県立高校におけるいじめ問麗の検証備果

一安心して学校生活を送れるように

● リニア山梨県釈と航空路の交接に向けた検肘に着手

－リニア開業効果を最大化

書ﾐ ａ.･ 　

’H‖||‖　　　　　 ｜　　　 … ……_..._._＿__

県政情報発信サイト｢やまなしin depth｣

その政策は｢なぜやるの?｣

県政の深層と真相がわかるらしい?

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
と
て
も
た
く
さ
ん
の
情
報

が
載
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。「
県
が
何
を
や
っ
て
い
る
か
」
を

知
り
た
い
時
に
は
本
当
に
便
利
で
す
。
し
か
し
「
な
ぜ
や

る
か
」
な
ど
の
理
由
は
載
っ
て
い
な
い
の
で
、
私
た
ち
が

そ
れ
を
知
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

県
で
は
「
な
ぜ
や
る
の
か
」
を
し
っ
か
り
伝
え
る
こ
と

で
、
県
の
取
り
組
み
に
「
な
る
ほ
ど
」
「
私
も
や
っ
て
み
よ

う
」
と
思
っ
て
も
ら
お
う
と
、
新
た
な
県
政
情
報
発
信
サ

イ
ト
「
や
ま
な
し

・
’
ｎ

ｄ
ｅ
ｐ
ｔ
ｈ
」
を
立
ち
上
げ
た

�レポートの調べ物で県庁のホームページ
を開いたら｢やまなしin depth｣というも

卜

のがあったんですけど…。

∩
w　

気づきました?実はこれ､今年の3月にス
9

ﾀｰﾄ した新しいｻｲﾄ なんでず

�これまでのホームページとは何が違うん
ですか?　　　　　　　

レ

聯白灘呂
�学生でも興味が持てそうですね｡レポート

にも使えるかもしれないし､さっそくチェッ

ト

クしてみます!!

ノ



そ
う

で
す

。Ｔ
－

ｎ

ｄ

ｅ

ｐ

ｔ

ｈ

」
は
「
深

く
掘

り
下

げ

た
」

と
い

う
意

味

で

、
こ
の

サ

イ
ト

は

そ

の
名

の

と

お
り

県

の

仕

事

を

深

掘
り

し

て
、
背

景

に

あ

る
考
え

や

情
熱

を

私

た

ち
に

わ

か

り
や

す

く
伝

え

て

く

れ
ま

す

。
こ

う

し

た
サ

イ

ト

を

自

治

体

が
運

営

す

る
の

は

全
国

的

に

も
珍

し

く
、
画

期
的

な
取

り

組
み

だ

そ
う

で
す

。

記

事

は

物

語
風

に
ま

と

め
ら

れ

て

い
て

、
ど
ん

ど
ん

読

ん

で
し

ま

い

ま
し

た
。
特

に
印

象

に

残

っ

た
の

は
「

や
ま

な

し

グ
リ

ー

ン

ー
ソ

ー

ン
認

証

制

度
」

を
取

り

上

げ

た
記

事

で

す
。
認

証

を

受
け

て

も
ら

お

う

と
開

い

た
説

明

会

で

飲

食

店

の
方

か

ら
怒

鳴

ら

れ
て

も

、
感

染

症

対
策

の

必
要

性

を

伝

え

て

い
く

う
ち

に

、
だ

ん

だ
ん

理

解

を
得

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

て

い

っ

た

と

い

う

エ

ピ
ソ

ー

ド

か

ら

は

当

時

、
担

当

者

が

ど
ん

な
思

い
で

取
り

組

ん

で

い
た

の
か

が

強

く

伝

わ
っ
て

き
ま

し
た

。

若

者

世

代

向
け

の

テ
ー

マ

が
少

な

そ

う
だ

と
思

っ

て

い

た
の

で

す

が
、
読

ん

で
み

る
と

私
た

ち

に

も
役

立

ち

そ
う

な
記

事

が

多

か
っ

た

の
で

、
世

代

を

問

わ
ず

多

く

の
方

に

読

ん

で
も

ら

い
た

い

で
す

。
職

員
の

方

が
仕

事

に

ど

う
向

き

合

っ
て

い

る
か

を
知

る
こ

と
が

で

き

る

の
で

、
県

職

員

を

目

指

し

て

い

る
人

も
参

考

に
な

る

か
も

し

れ

ま

せ

ん
。

若

者

目
線

の
コ

ラ

ム
や

み

ん
な

で
作

る
参

加
型

の

記

事

も

あ

る

と
い
い

の
で
は

な

い
で
し
ょ

う

か
。

ま

た
、
フ
ェ

イ

ス

ブ
ッ

ク

と

連
動

し

た
コ

メ

ン
ト

欄

が

あ

る

そ
う

な

の

で
、
県

と
県

民

が

お

互

い
に
意

見

を

や

り

と
り
し

、
み
ん

な

で
盛
り

上
げ

て

い
き

た
い
で

す

ね
。

最

後

に
、
重

大

発
表

で

す
Ｉ
『
今

回

私

た
ち

が
取

材

し

た

「
や

ま

な

し

・－

ｎ

ｄ

ｅ

ｐ

ｔ

ｈ

」

に

掲
載

さ

れ
て

い

る

記

事

の
一
部

が
こ

の
「
ふ

れ
あ

い
」

で
も
読

め
る
ん

で
す

。

今

号

で

は
こ

の
次

の

ペ
ー

ジ

に
載

っ

て

い
ま

す

の
で

、
皆

さ
ん

ぜ
ひ
読

ん

で
く

だ
さ

い
。

【問い合わせ先】広聴広報グループTEL 055-223-1338 FA 〉く055-223-1525・｢ 皿 、3､れあい
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×

て翠
た

っ

た

１

週

間

で

始

動

し

た

「

や

ま

な

し

ホ

ー

ム

ケ

ア

」

ホ
ー
ム
ケ
ア
を
立
ち
上
げ
る
た
め
与
え
ら
れ
た
期
間
は

た
っ
た
１
週
間
。そ
の
間
県
庁
で
何
か
起
き
て
い
た
の
か
、

そ
の
深
層
と
真
相
を
や
ま
な
し

ｌ
ｎ

ｄ
ｅ
ｐ
ｔ
ｈ
か
ら
。

やまなし

in depth は

こちらから

内
藤
班
長
は
こ
う
話
す
。

「
こ
こ
に
い
る
多
く
は
こ
れ
ま
で
医
療
行
政

と
関
係
の
な
か
っ
た
職
員
で
す
。
足
り
な
い

点
が
あ
れ
ば
補
足
し
た
り
、
業
務
の
進
め
方

を
改
善
し
た
り
し
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
、

あ
っ
と
い
う
間
の
２
ヵ
月
間
で
し
た
ね
」

こ
の
話
に
は
前
段

が
あ
る
。
も
う
１
人
、

突
然
の
連
絡
を
受
け
た
人
が
い
た
。
内
藤
班

長
が
産
業
労
働
部
長
か
ら
内
示
を
受
け
る
５

日
前
の
１
月
６
日
に
さ
か
の
ぼ
る
。

夜
８

時
過
ぎ
に
か
か
っ
て
き
た

…
知
事
の
電
話

１
月
６
日
、
県
医
師
会
副
会
長
の
鈴
木
昌

則
医
師
の
ス
マ
ホ
に
着
信
が
あ
っ
た
。
電
話

の
主
は
早
口
だ
っ
た
。

「
あ
、
先
生
、
長
崎
で
す
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

の
陽
性
者
が
恐
怖
を
覚
え
る
ほ
ど
の
増
え
方

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
医
療
崩
壊

を
し
て
し
ま
い
ま
す
。
自
宅
療
養
の
方
策
を

考
え
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
」

長
崎
知
事
と
の
面
談
は
、
１
週
間
後
の
1
3

日
に
セ
ッ
ト
さ
れ
た
。

鈴
木
医
師
は
そ
の
日
、
急
ご
し
ら
え
し
た

資
料
を
抱
え
て
知
事
室
に
入
っ
た
。
す
で
に

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
が
拡
大
し
て
い
た
広

島
県
と
沖
縄
県
で
、
自
宅
療
養
者
が
「
入
院
・

入
所
」
者
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
現
状
を

説
明
。
山
梨
県
内
で
も
１
日
当
た
り
の
新
規

陽
性
者
数
が
３
０
０
人
を
超
え
る
と
い
う
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
伝
え
「
先
手
を
打
た
な

い
と
、
保
健
所
や
病
院
が
機
能
し
な
く
な
り
、

必
要
な
人
に
医
療
が
届
か
な
く
な
る
『
医
療

ホームケアの立役者の1人 鈴木昌則医師

崩
壊
』
が
起
き
る
」
と
説
明
し
た
。

長
崎
知
事
は
鈴
木
医
師
の
話
を
聞
き
終
わ

る
と
、
意
を
決
し
た
よ
う
に
話
し
た
。

「
早
急
に
や
り
ま
し
ょ
う
」

ち
ょ
う
ど
こ
の
日
が
、
内
藤
班
長
以
下
５

人
に
よ
る
ホ
ー
ム
ケ
ア
班
の
発
足
日
だ
っ
た
。

当
時
を
長
崎
知
事
は
振
り
返
る
。

「
医
療
崩
壊
の
危
機
が
現
実
の
も
の
に
な

り
、
こ
れ
ま
で
の
『
入
院
・
入
所
』
の
方
針

は
変
え
な
い
と
い
け
な
い
事
態
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
住
み
慣
れ
た
と

こ
ろ
で
療
養
で
き
た
ら
、
Ｇ
Ｏ
Ｌ
（
ク
オ
リ

テ
ィ

ー
オ
ブ

こ
フ
イ
フ
Ｈ
生
活
の
質
）
も
高

ま
る
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。
自
宅
療

養
を
選
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
と
し
て
、
１
人
当
た
り
３
万
円
を
支
給
す

る
こ
と
も
決
め
ま
し
た
。
こ
の
金
額
は
、
宿

泊
療
養
で
滞
在
す
る
１
人
当
た
り
の
コ
ス
ト

と
同
じ
額
で
す
」

ふれあい 皿・皿万言こ

…
県

が

方

針

転

換

し

た

経

緯

を

追

う

山

梨

県

は

一
貫

し

て
、
新

型

コ

ロ

ナ

の
陽

性

者

を

病

院

に

入

院

さ

せ

る
か

療

養

施

設

に

入

所

さ

せ

る
「
入

院

・
入

所

」
原

則

を

貫

い

て

き

た

。
し

か

し

、
感

染

力

が

強

い
オ

ミ

ク

ロ

ン

株

の

陽

性

者

は
「

恐

怖

を

覚

え

る
増

え

方

」
（

長
崎

幸

太

郎

知

事

）
を

し

て

い
た

。
県

は
１

月
2
0
日

、
従

来

の
方

針

を
１

８

０

度

転

換

さ

せ
、
自

宅

療

養

を

積

極

的

に
勧

め

る

新

た

な

シ

ス

テ

ム
「

や

ま

な

し

ホ

ー

ム

ケ

ア
」

を

発

表

し

た

。
庁

内

で
準

備

を

始

め

て

実

施

に
移

す

ま

で

、
わ

ず

か
１

週

間

。
関

係

者

が

口

を

そ
ろ

え

る
「

全

力
疾

走

」
の

実

態

を

追
っ

た

。

…
職

員

５

人

だ

っ
た
「

班

」
が

い

ま
2
5
人

に

産

業

労

働

部

長

か

ら

突

然

呼

び

出

さ

れ

た

。
2
0
2
2

年

１

月
1
1
日

、
産

業

労

働

部

の

内

藤

裕

利

理

事

は

部

長

室

に

入

る

な

り

「
コ

ロ
ナ

対

策

の

新

し

い
チ

ー

ム
の

長

を

や

っ

て
も

ら

い
た

い
」
と
伝

え

ら

れ
た

。
そ

の
直

前

、

産

業

労

働

部

長

の

も

と

に
総

務
部

長

が
訪

ね

て

き
て

、
そ

の
人

事

を

伝
え

て
き

た

と

い
う
。

そ

の

２

日

後

の
1
3日

、

県
庁

防

災

新

館

の

‐

‐

－

－

会
議
室
の
一
角
に
、
内
藤
班
長
を
含
め
５
人

か
ら
な
る
「
ホ
ー
ム
ケ
ア
班
」
が
で
き
た
。

週
明
け
の
2
4日
に
は
‥目
人
に
増
え
、
い
ま

で
は
各
部
署
か
ら
日
替
わ
り
で
職
員
が
応
援

に
入
っ
て
総
勢
2
5人
に
。
看
護
師
４
人
が
常

駐
し
、
チ
ー
ム
の
ス
ペ
ー
ス
は
あ
っ
と
い
う

間
に
会
議
室
３
室
分
の
広
さ
に
な
っ
た
。
長

崎
知
事
が
こ
れ
ま
で
の
方
針
を
転
換
し
「
や

ま
な
し
ホ
ー
ム
ケ
ア
」
を
発
表
し
た
の
は
、

ホ
ー
ム
ケ
ア
班
発
足
か
ら
１
週
間
後
の
１
月
2
0

日
だ
っ
た
。

ホームケア班では多くの職員が対応に当たる



－

－

－
－

１

１

(鈴木医師提供)て作った説明資料に当 たっとの面談鈴木医師が知事

…
3
0人

の

先

陣

で

ス

タ

ー

ト

や

ま
な

し

ホ

ー

ム

ケ

ア

は
、
ワ

ク
チ

ン

を

２

回

接

種

し

た

無

症

状

者

な

ど

を

対

象

に

、

医

師

が
オ

ン

ラ

イ

ン

診

察

で
症

状

や

基

礎

疾

患

の
有

無

を

確

認

し

た

う
え

で
、
自

宅

療

養

を

認

め

る
制

度

に
な

っ

て

い
る
。

自

宅

療

養

期

間

中

、
感

染

者

は

１

日

に

２

回

、
山

梨

大

学

が

開

発

し

た

感

染

者

の
症

状

把

握

シ

ス
テ

ム
「
Ｓ

Ｈ
‐

Ｎ

Ｇ

Ｅ

Ｎ

（
シ

ン

グ

ン
）
」

に
体

温

や
血

中

酸

素

飽
和

度

な

ど

の

情

報

を

入

力

す

る
。
医

師

や

看

護

師

ら

が

常

に

そ

の

情

報

を

把

握

し

、
必

要

に

応

じ

て

オ

ン

ラ

イ

ン

診

療

を

し

て
、

症
状

が

悪

化

し

た

場

合

は
「
入

院

・
入

所

」

に
切

り

替

え

が

で

き

る
。

山

梨

県

は
従

来
、
病

院

や

療

養

施

設

へ

の

「
入

院
・
入

所

」
を

原
則

に
し

て

い
た

。
だ

が
、

デ

ル

タ

株

の

４

倍

の
感

染

力

を

持

つ

と

い

わ

れ
る
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
で
現
実
味
を
増
し
た
「
医

療
崩
壊
」
を
前
に
、
そ
の
原
則
を
取
り
払
う

苦
渋
の
選
択
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

一
足
先
に
自
宅
療
養
が
始
ま
っ
て
い
た
大

都
市
圈
で
は
、
自
宅
療
養
の
陽
性
者
が
放
置

さ
れ
、
医
療
が
届
い
て
い
な
い
現
状
が
報
じ

ら
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
山
梨
県
で
自
宅

ご

療
養
を
始
め
る
に
は
、
い
つ
で
も
医
師
と
連

絡
が
と
れ
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
だ
っ
た
。

鈴
木
医
師
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
す
る

医
師
の
確
保
に
奔
走
し
た
。
山
梨
県
内
1
0地

区
の
医
師
会
長
全
員
に
電
話
を
か
け
、
す
ぐ

に
協
力
し
て
く
れ
る
医
師
を
推
薦
し
て
も

ら
っ
た
。
し
か
し
、
多

く
の
医
師
、
と
く
に

内
科
医
は
発
熱
外
来
の
対
応
な
ど
で
多
忙
を

極
め
て
い
た
。
快
諾
し
て
く
れ
た
医
師
は
県

内
で
約
3
0人
だ
っ
た
。

χ`4.

SHINGEN システムのロゴマーク

「
契
約
書
も
な
く
細
則
も
示
せ
な
い
状
況

で
し
た
。
で
も
、
皆
さ
ん
、
快

く
受
け
て

い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
3
0人
が
い
な
け
れ
ば
、

ホ
ー
ム
ケ
ア
は
始
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
し
、

始
め
て
い
な
け
れ
ば
確
実
に
、
必
要
な
人
に

医

療

が

届

か

な

い
『
医

療

崩

壊
』

が

起

き

て

い
ま

し

た
。

先

陣

と

な

っ
た
3
0
人

の

先

生

方

と

各

地

区

の

医

師

会

長

に

は

感

謝

の

言

葉

し

か

あ
り

ま

せ
ん

」
（

鈴
木

医

師

）

い

ま

で

は

、
ホ

ー

ム

ケ

ア

に
協

力

す

る
医

師
（

協

力
医

）
は
１

６

０

人

に

及

ぶ
。
し

か

し
、

協

力

医

の

仕

事

は

最

初

の

診

断

だ

け
で

は

な

い
。「
Ｓ

Ｈ
－

Ｎ

Ｇ

Ｅ

Ｎ

」
の

数
値

に
「

異
変

」

が

あ

れ

ば
、
診

察

を

し

な

い

と

い

け

な

い
。

１

人

の

医

師

が

こ
れ

ま
で

に

１

０

０

人

以

上

を
担

当

し

た
ケ

ー
ス

も

あ

る
と

い
う
。

集
団
接
種
会

場
で

…
担
当

患
者
に
異
変
が

：゚

２
月
1
3日
、
集
団
接
種
会
場
で
ワ
ク
チ
ン

を
打
っ
て
い
た
鈴
木
医
師
の
ス
マ
ホ
が
嶋
っ

だ
。
担
当
す
る
自
宅
療
養
者
の
容
体
が
よ
く

な
い
こ
と
が
、
Ｓ
Ｈ
－

Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ｎ
シ
ス
テ
ム

で
わ
か
っ
た
と
い
う
。

早
速
、
患
者
に
電
話
を
か
け
た
。
患
者
は

電
話
に
出
ら
れ
る
状
態
で
は
な
く
、
家
族
と

話
を
し
て
入
院
が
必
要
と
判
断
、
即
日
、
入

院
治
療
と
な
っ
た
。

「
ホ
ー
ム
ケ
ア
は
、
医
療
崩
壊
を
防
ぐ
た
め

に
始
ま
り
ま
し
た
。
大
原
則
は
『
必
要
な
人

に
医
療
を
届
け
る
』
で
す
。
患
者
に
寄
り
添
っ

て
見
守
る
こ
と
で
、
一
度
は
自
宅
療
養
と
判

断
し
た
人
で
も
、
入
院
に
切

り
替
え
て
い
き

ま
す
」

ホ
ー
ム
ケ
ア
を
始
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
病

床
使
用
率
が
下
が
る
。
命
と
健
康
を
守
れ
る

体
制
が
で
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
人

が
普
通
の
生
活
を
取
り
戻
す
方
向
に
歩
き
出

ｒ

－

－

－

せ

る
。

長

崎

知

事

は

３

月
1
1
日

の

記

者

会

見

で

「
病

床

使

用

率

が

３

月

５

日

に
5
0
％

を

切

る
4
6

・
３

％

に

な

っ

て

以

来

、

６

日

間

連

続

で
5
0

％

を

下

回

っ
た

。

い
ま

経

済

回

復

に

向

け

て
段

階

的

に

ア
ク

セ

ル

を

踏

み

込

ん

で

い

く

時
期

が

到

来

し

た

と
考

え

て

い
る
」

と
述

べ
、

３

月
1
4
日

か

ら
、
会

食

の
人

数

制

限

を

解

除

し
「

や
ま

な
し

グ
リ

ー
ン

ーソ

ー
ン

宿

泊

割

り
」

も
再

開

す

る

な

ど
の
方

針

を

発
表

し
た

。

やまなしホームヶア

決定者数の推移

し
Ｉ

｀

Ｆ
－

、

－

／－

・
－
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や
ま
な
し
ホ
ー
ム
ケ
ア
は
、
保
健
所
職
員

の
深
夜
に
及
ぶ
仕
事
ぶ
り
や
、
緊
急
患
者
を

引
き
受
け
る
重
点
医
療
機
関
、
そ
し
て
、
医

師
の
協
力
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
県
庁
防
災

新
館
３
階
、
ホ
ー
ム
ケ
ア
班
の
メ
ン
バ
ー
が

詰
め
て
い
る
会
議
室
の
明
か
り
は
、
毎
日
深

夜
に
消
え
る
。

（
肩
書
は
取
材
時
の
も
の
で
す
）



ダンスへの熱い想いを貫くために、

起業を視野に果敢にチャレンジ!
Mt.FUji イノベーションキャンプ２０２１スタート部門 第1 位
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ダ
ン
ス
に
関
わ
る
仕
事
へ
の
第
一
歩
と
し
て

ズ

ィ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ
に
参
加

小
学
生
の
頃

か
ら

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
を
続
け
て
き

た
と

い
う
笹
井
の
の
さ
ん
。
「
ダ
ン
ス
は
私
の
生
活

に
な
く

て
は
な
ら
な

い
も
の
で
す
。
海
外
の
人
と
一
緒
に
踊
っ
た

時
に
は
、
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
仲
良
く
な
れ
、
ダ
ン
ス

は
言
葉
を
超
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段

に
な
る
と

実
感
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

笹
井

さ
ん
の
ダ
ン
ス
に
対
す
る
想

い
は
深
く
、
将
来
は

ダ

ン
ス
に
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
と
考
え
て
い
た
そ
う
で

す
。
「
大
学
３
年
生
に
な
り
、
進
路
を
具
体
的
に
考
え
る
中

で
、
ダ
ン
ス
に
関
わ
る
仕
事
を
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
の
か
悩
ん
で

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
大
学
の
教
授

に
相
談

し
た
と
こ
ろ
、
Ｍ
ｔ
．Ｆ
Ｕ
ｊ
・
Ｉ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

プ
ヘ
の
参
加
を
勧
め
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
の
段

階
で
は
ま

だ

具
体
的
な
内
容
は
決
ま
っ
て

い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
こ

の
キ
ャ

ン
プ
で
何
か
ヒ
ン
ト
を
つ
か
め
る
か
も
し
れ
な

い

と
思
い
、
参
加
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
」

ズ

夢
に
向
か
っ
て
挑
戦
で
き
る
喜
び

Ｍ
ｔ
．Ｆ
Ｕ
ｊ
ｌ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ
は
、
県
が

民
間
団
体
な
ど
と
協
力
し
て
開
催
し
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。
事
業
に
挑
戦
し
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
る
未
経
験
者
向
け
の
「
ス
タ
ー
ト
」
部
門
や
す
で
に

始
め
て
い
る
事
業
の
拡
大
を
目
指
す
「
ア
ク
セ
ル
」
部
門

な
ど
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
で
活
躍
す

る
専
門
家
に
よ
る
指
導
や
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
実
現
し

た
い
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
一
緒
に
練
り
、
磨
き
上
げ
て
い

き
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
本
番
前
に
行
な
わ
れ
る
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
た
笹
井
さ
ん
は
、
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
専
用
の
シ
ュ
ー

ズ
が
な
い
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
「
専
門
家
と
相
談
す
る

中
で
、
2
0
2
4

年
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
追
加
種
目
に

な
る
、
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
専
用
の
シ
ュ
ー
ズ
を
作
り
た

い
と
い
う
目
標
が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
キ
ャ
ン
プ
本
番

前
に
靴
の
工
場
を
訪
れ
て
み
ま
し
た
。
職
人
さ
ん
に
い
ろ

い
ろ
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
実
際
に
靴
を
作
っ
て
み
た
こ

と
で
、
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
え
る
シ
ュ
ー
ズ
の
イ
メ
ー

ジ
が
湧
き
、
事
業
化
に
向
け
た
具
体
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
が
作
れ
た
と
思
い
ま
す
」

３
日
間
に
わ
た
っ
た
キ
ャ
ン
プ
の
最
終
日
に
、
コ
ン
テ

ス
ト
が
行
わ
れ
、
笹
井
さ
ん
の
考
え
た
ダ
ン
ス
専
用
シ
ュ
ー

ズ
『
踊
る
っ
シ
ュ
』
が
ス
タ
ー
ト
部
門
で
第
１
位
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

「
ダ
ン
ス
に
関
わ
る
仕
事
を
目
指
す
と
い
う
挑
戦
を
後
押

し
し
て
く
れ
た
教
授
や
こ
の
キ
ャ
ン
プ
に
と
て
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
は
同
じ
技
で
も
決
ま
っ

た
型
が
な
く
、
人
に
よ
っ
て
踊
り
方
が
違
う
た
め
シ
ュ
ー

ズ
に
求
め
ら
れ
て
い
る
機
能
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
そ
れ
ら

を
形
に
す
る
に
は
こ
の
先
も
研
究
が
必
要
で
す
が
、
自
分

の
作
っ
た
シ
ュ
ー
ズ
を
履
い
た
ダ
ン
サ
ー
が
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
な
ど
世
界
の
舞
台
で
活
躍
す
る
未
来
を
夢
見
て
、
こ
れ

か
ら
も
挑
戦
を
続
け
て
い
き
ま
す
」
と
決
意
を
新
た
に
、

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

キャンプ本 番前 に作った靴ダンスをする笹 井さん
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Mt.FUji イノ ベ ー ショ ン キ ャン プ2022

[開 催 日]9月23日(金･ 祝) ～9月25日(日)

[応 募期 間]1 次 募集:~7月1日(金)18:00

2次 募集:7月8日(金) ～8月10日(水)18:00

※1次募集で定員に達した部門の2次募集は行いません

笹 井 の の 匹

山 梨 県 立 大 学国 際 政 策学 部

国際 コミュニ ケーション学科4 年 生 。

ストリ ート ダンス専 用シュ ーズの 制 作 、

起業 を目 指 して｢MI.FU｣i イノベ ーション

キャンプ2021｣ に参 加 。
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直 ［二私誉県民］の祢 号を

ファナック株式会社の故稲葉情 右府舛婉トキ泉水八洲V宍呈

名誉県民顕彰式｡ 左から桜本県議会議長､稲葉代表取締役会長､長崎知事

ファナック株式会社(忍野村) の創業者である故稲葉清右

衛門名誉会長に県は｢名誉県民｣の称号を贈りました。

名誉県民は､社会の発展に卓絶した功績があり､県民が誇

りとしてひとしく敬愛する者に贈る称号で､大村智北里大学特

別栄誉教授に続き､2 人目となります。

ファナック株式会社はロボットをはじめとする事業の展開に

より､世界の工場の自動化に貢献しており､本県のみならず､日

本を代表する企業です。稲葉名誉会長は､社長時代に本県へ

の本社移転や工場建設を行い､これ以後､ 地域経済と県政の

発展に大きく貢献されました。今年は同社が創立50 周年を迎

えることから､これに合わせて贈呈することとしました。

5月に 行われた顕彰式では､稲葉 名誉会長の長男である

ここから下の段は広告です｡広告の内容については､広告主にお問い合わせください。

顕彰式で贈呈された名誉県民章

ぶ量NE
ＷS

山梨近代人物館で開催している名誉県民顕彰特別展示

稲 葉 善 治 代 表 取 締 役 会 長 に名 誉 県 民 章などが 手 渡されました
。

長 崎 知 事 は｢ 稲 葉 名 誉 会 長 は､フ ァナック社 を世 界 的 企 業

に 育 て上 げ るとともに､ 事 業 活 動 を通 じて､ 地 域 経 済 の 発 展 や

県 財 政 に 絶 大 な 貢 献 をされました。まさに､ 社 会 の 発 展 に 卓 絶

した功 績 があり､私 たち県 民 の 誇りで す｣とたたえました。

稲 葉 代 表 取 締 役 会 長 は｢ 名 誉 会 長 に対 し､ 栄 えある『名 誉

県 民 』の 称 号 をい た だき御 礼 申し上 げ ます。ファナックの 役 員･

社 員 はこ の 名 誉 に 恥じぬ よう､ 社 業 の 発 展 と地 域 への 貢 献 に

こ れからも全 力 を尽 くします｣とあい さつしました。

今 回 の 贈 呈 を記 念した 特 別 展 示 を､ 来 年3 月 までの 間､ 山 梨

近 代 人 物 館 で 行 って い ます。稲 葉 名 誉 会 長 の 功 績 の ー 端 を

知 ることが できますの で､ ぜ ひご 覧ください( 入 館 無 料) 。

ふれあい ●９・
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雌 ‥
子ど もたち の 悩 み を 一 緒 に 考 える[ 指 診 女 権丿卜 …….j'夕二卜､……]を開 所

いじめや不登校､ ヤングケアラー､発達など子どもたちが抱える悩みの相

談に応じる｢相談支援センター｣を県総合教育センター内に開所しました。

いじめや不 登校などの問題は､さまざまな背景が絡み合って生じている

ことがあり､その解決を図るためには､あらゆる視点から要因を分析し､適切

に支援 へとつなげる必要があります。

そこで県では､児童生徒の悩み相談､ 心理相談を行うスクールカウンセ

ラーや関係 機関との調整などを行うスクールソーシャルワーカー､特別支

援学校､ 支援 学級などに関する相談に応じる職員を配置した｢相談支援

センター｣を立ち上げました。相談支援センターでは､これらの専門家が連

携して､児童生徒や保 護者の悩みに対応します。 相談支援センターの開所式

また､各学校の教員やスクールカウンセラー､各地域のスクールソーシャルワーカーなど､子どもたちの支援に携わる方に向け

ても相談や指導･助言を行っており､相談支援センターが中心となって関係者の専門性･資質向上を図ります。

この相談支援センターが､児童生徒や保護者と､関係者を双方から支援することにより､子どもたちが抱える悩みの円滑な解

決につなげていきます。

A

NE ＷS 県内料理店Ｘ県産食材Ｘ県産酒で食の魅力を高める
『 や ま な し 美 食 ウ ィ ー ク 』を 開 催

県内外の方々に山梨の食の魅力を感じてもらうため､県内の料理

店や宿泊施設が県産食 材を活用した特別メニューを創作し提供す

る｢やまなし美食ウィーク｣を4月28 日から5月巧 日まで開催しました。

この間､29 の料理店などで季節に合わせた特別メニューが提供され

ました。

また､この｢やまなし美食ウィーク｣に先立ち､県内外で活躍する料

理 人､ 料理評論家､ 飲食関係者など約40 名が一堂に会し､県産の

食 材を活用した料理やワイン､日本 酒

を堪能するイベント｢はじまりの食卓｣を

開催しました。イベントでは､県 内で活

躍するシェフによるフルコース料理や、

県内ワイナリー･酒 蔵のワインや日本

酒などが提供されました。

こうした機会を通じて本県の食材や

お酒の魅力が広く認められ､県産食材

への評価 の高まりや､ 本県 への誘 客

の促進が期待されます。

当日提供された料理

こから下の段は広告です｡広告の内容については､広告主にお問い合わせください。

先行イベント｢はじまりの食卓｣で食事を楽しむ参加者

県内の料理人が腕を振るった

幽19 且習 習 Ｍ' Ｂ型肝炎ウイルスに感染しているこ,;ｎ ７;ｘ コ に 品 ‰ ａ
生1わ．

＋

ご 存 じ で す か ？

国 から給付金を

受けら れる 可能性 かあり ます。

左記 に当てはまる方 から母 子感 染され た方

左記 に当てはまる方 のご遺 族 （相続 人 ）

Ｂ型肝炎給付金
上 記 ２ つ とも当 て はまる 方 は、 症状 に応 じた額 の 給 付 金 を受 け取 れ る可 能 性 があ ります 。

また、 給 付 金 を受 け取 った 方は 、 将 来 もし症 状 が 進 行 してしまっても追 加 分を受 け 取ることが

で きます （亡くなった場 合 は 相 続 人 が受 け 取 ることがで きます）。 ただし、 給 付 金 を受 け取 る

には国 に請 求 する必 要 が あり、 請 求に は期 限 が あります。 お早 め にご 相 談ください 。

東京弁護十会所属／弁護十法人マイタウン法律事務所【マイタウン法律事務所東京事務所】東京蓄

j■りf!● ふ れあ(,１

囲固 電話相談(゙ こ疆 。)0120

・918 ・８６２
Ｑ マイタウン法律事務所
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商品提供:FｕjiBerry研究会(河口湖商工会)

｢‘カレーベリーの葉の紅 茶＆コンフィチュりﾚ｣ 抽選で10 名の方に!

昔 ゴ 彗 ％ 准 言 －゚ く] 垂 戸 廠 ヰ‾‾コ ■| ・

次 の① ～⑥と【アンケートの回答 】をご記 入いただき､はがき、

電子メール､ファクスのいずれかの方法でご応 募ください。

①郵 便番 号 ②住 所 ③ 氏名 ④ 年 齢 ⑤電 話番 号 ⑥メール

アドレス(ある方)
一 一 一 一 一 一

●ア ンケ ート

問1: 今 号 の 中 で 最 も 関 心 を 持 った 内 容 とそ の 理 由 は?

問2: ヤ ン グ ケ ア ラ ー を見 つ けた らあ なた な らどうしま す か?

※い ただい たご 意 見 の一 部 を紹 介 させてい ただくことがあります。

● 応 募 先

山 梨 県 広 聴 広 報 グ ル ー プ｢ ふ れあ い 読 者 プ レ ゼ ント｣ 係

は が き: 〒400-8501 甲 府 市 丸 の 内1-6-1

電 子 メー ル:ko ｕｃｈｏ＠pref･y ａｍ ａｎａｓhi.j9.jp

( 件 名 にF ふ れあ い 読 者 プ レ ゼ ント) と入 力)

フ ァク ス:055-223-1525

● 締 め 切 り

7 月31 日( 日)( 当 日 消 印 有 効)

賞品 の 発送 をもって､当 選 発表 に代えさせていただきます｡ 個 人 情報 は賞品 の

発 送 のほか､県 からのお知らせなどのために､ 使用させていただくことがあります
。

多言語翻訳や音声 読み上げに対応したデジタルブック

カ タ ロ グ ポ ケ ッ ト |r 圖
｢ ふ れ あ い｣ の 誌 面 をパ ソ コ ン､ ス マ ートフ ォン､ タブレ ットで そ の ま ま

ご 覧 い た だ け ます 。

《FUREAI 》奈 志 的 胞 子 版 可 以 在 智 能 手 机 或 者 平 板 胞 詰 客 戸 端|司 筧
。

〈中 国 語･ 簡 〉

Ｙｏｕ ｃａｎ ｎｏｗ rｅａｄ ｐａｇｅｓ frｏｍ Ｆｕreai dirｅｃtly ｏｎ yｏｕr

ｓｍａrtｐｈｏｎｅ,tablet, ａｎｄ ｏther de ｖｉｃｅｓ.〈英 語 〉

四 ・　　　　　　　　　　　　　　　 －

Ｕ塾 二竺S二当 し 竪 胞匹 」
口 ‾‾吊 ぷ盲 戸 一一　〕 二 匝匝疸二 二 順 璽口 二 Ｊ 照Ｌ ∠

こから下の段は広告です｡広告の内容については､広告主にお問い合わせください、
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成人式のことならなんでもお任せくださ

あさ川はお嬢様とご家族様の最高の記念日を

お世話させていただけることに感謝を込めて、

全力で応援させていただきます。

は振ﾉ袖 を通してご家 族の幸せと

｜　　 笑 顔 を全力で応援します。ぶ:

’゚1
｀S4 ﾌﾟTE;4 ， 

Ｔ

……。。

.･‾S･　　　　L ………ｺ;･･●……jl“.･=..･ ･.･ ｝　 ．.-ﾚﾅ 齢 り ‰jﾕ.ﾉﾉ
］

万万|

二;lh=;

卜　　i 弟長浜ｌ乱･jS･ 淘y .･ =.･一rt` 　 二.‥　　　　i ｡I　. ’‾”

I- -“!ぺ ゛l rｒ ● ，. 丿 し ベ　 ロ4万口 一
轟 融

ヰ
ｉ 幽 ｉ

(株) 胞 の 助 川 山梨県甲府市青沼3-8-24 匯 ０１２ ０・９７ １・３５ ８ お 乙 ご ごT 昌 之 ぴ 炭　

I-I - 一一一一一一' ---|

④ ビ ］


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14
	page15
	page16
	page17
	page18
	page19
	page20
	page21
	page22
	page23
	page24

